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ABSTRAK 

 

Nathania Amanda Ellena, 2025. Kecemasan Tokoh Shoya Ishida dalam 

Anime Koe no Katachi Karya Naoko Yamada (Kajian Psikologi Sastra). 

Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan 

Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan mengidentifikasi penokohan, bentuk kecemasan, 

faktor penyebab kecemasan, serta strategi mengatasi kecemasan tokoh 

Shoya Ishida dalam anime Koe no Katachi. Metode yang digunakan 

adalah simak dan catat dengan analisis deskriptif kualitatif. Hasil 

penelitian menunjukkan 17 data kecemasan yang meliputi kecemasan 

realistik, neurotik, dan moral menurut Sigmund Freud, serta shakou 

fuanshou, zenpansei fuanshou, dan panikkushou yang menggambarkan 

kecemasan sosial dalam budaya Jepang. Faktor penyebab kecemasan 

Ishida mencakup konflik internal, pengalaman masa kecil, dan 

ketidakmampuan menyelesaikan konflik. Strategi coping yang ditemukan 

mencakup emotion focused coping melalui penghindaran dan penekanan 

emosi, serta problem focused coping melalui usaha memperbaiki 

hubungan dan menghadapi masalah. Penelitian ini penting karena 

menggambarkan hubungan antara kecemasan, karakter, dan nilai budaya 

Jepang, sehingga dapat meningkatkan pemahaman dalam kajian psikologi 

sastra dan komunikasi lintas budaya. 

 

Kata kunci: kecemasan, psikologi sastra, Koe no Katachi, Shoya Ishida, 

coping. 
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ABSTRACT 

 Nathania Amanda Ellena, 2025. The Anxiety of Shoya Ishida in Naoko 

Yamada's Anime Koe no Katachi (A Literary Psychological Study). Thesis, 

Japanese Language Education Study Program, Faculty of Language and 

Arts, Jakarta State University. 

This study aims to identify the characterization, forms of anxiety, factors 

causing anxiety, and strategies for overcoming anxiety of the character 

Shoya Ishida in the anime Koe no Katachi. The method used is 

observation and note-taking with qualitative descriptive analysis. The 

results of the study show 17 anxiety data covering realistic, neurotic, and 

moral anxiety according to Sigmund Freud, as well as shakou fuanshou, 

zenpansei fuanshou, and panikkushou, which describe social anxiety in 

Japanese culture. The factors causing Ishida's anxiety include internal 

conflict, childhood experiences, and the inability to resolve conflicts. The 

coping strategies found include emotion-focused coping through 

avoidance and suppression of emotions, as well as problem-focused coping 

through efforts to improve relationships and face problems. This study is 

important because it describes the relationship between anxiety, character, 

and Japanese cultural values, thereby enhancing understanding in the study 

of literary psychology and cross-cultural communication. 

Keywords: anxiety, literary psychology, Koe no Katachi, Shoya Ishida, 

coping. 
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山田尚子原作ゕニメ『声の形』における石田将也の不安 

（文学心理学研究）  

ジャカルタ国立大学 

Nathania Amanda Ellena 

ellenaell49@gmail.com 

概要 

A. 背景 

 文学作品は、作者の感情や思考、内面の葛藤、そして登場人

物のそれらを描き出し、人間の生活の鏡である。文学心理学のゕプ

ローチを通じて、作品は登場人物の心理状態や行動の背後にある意

味を理解するために分析することができる。このゕプローチは、物

語に表れる内面の状態と行動の関連性を理解するのに役立つ。 

  不安とは、現実的または非現実的な脅威、圧力、または恐怖

に対する感情的な反応である。ジークムント・フロイトによれば、

不安は三つに分類される。すなわち、現実的不安、神経症的不安、

そして道徳的不安である。社会的文脈において、不安は文化的価値

観や個人間の関係にも影響される。 

山田尚子のゕニメ『声の形』は、かつて同級生の聾唖者・西

宮硝子いじめを行った少年、石田翔也の物語である。疎外された後、

彼は内向的な性格に成長し、過去の罪悪感とトラウマに苛まれなが

らも過ちを償おうと努めた。 

本研究は重要である。なぜなら、主人公の石田翔也は、感情

を抑え込み、不安に対する直接的な表現を避けることで、日本社会

が感情的なプレッシャーに対処する方法を体現しているからである。

本分析を通じて、個人の心理状態と日本の文化的価値観、そして社

会的生活におけるメンタルヘルスへの意識の重要性との関連性が理

解できる。 

mailto:ellenaell49@gmail.com
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B. 問題提供 

上記の背景に基づき、本研究の主な問題は以下の通りである： 

 

1. 石田翔也とそのキャラクター描写は、山田尚子監督のゕ

ニメ『声の形』においてどのように描かれているか。 

2. 山田尚子的ゕニメ『声の形』における石田将也の不安の

形態とは何か。 

3. 山田尚子監督のゕニメ『声の形』における石田将也の不

安の要因は何であろうか。 

4. 山田尚子監督によるゕニメ『声の形』で、石田翔也は不

安な気持ちをどのように乗り越えたのか。 

 

C. 結果と検討 

次に、この分析表は、石田翔也の性格、不安の形態、不安を

引き起こす要因、および彼が自身の不安に対処するために用いた戦

略を示している。 

表１．分析した結果のデータ   

データ 性格 不安の形態 不安を引き起

こす要因 

不安に対処する

戦略 

1. 教師が西宮へのいじめ

の加害者を尋ねると、

クラスメートは石田 

将也一人を責めた。 

防御的 

 

現実的不安と 

社交不安症 

紛争を解決 

できないこと 

 

感情に焦点を 

当てた対処法 

 

2. 石田翔也は学校での 

自分の行動について母

親に嘘をついた。 

嘘つきと 

本音建前 

現実的不安と 

社交不安症 

内部紛争 

 

感情に焦点を 

当てた対処法 

 

3. 石田翔也はクラス  

メートからいじめを受

けている。 

無 関 心 と 

我慢 

現実的不安と 

社交不安症 

幼少期の経験 

 

感情に焦点を 

当てた対処法 

4. 石田将也は、机の悪口

を消すのを手伝った西

宮を叱った。 

粗い 神経症的不安

と全般性不安 

内部紛争 

 

感 情 に 焦 点 を 

当てた対処法 
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5. 石田将也は西宮の  

ノートを返した。 

 

責任を負う

と我慢 

 

 

道徳的不安、

社交不安症と

パニック症 

内部紛争 

 

問題焦点型対処 

 

6. 石田翔也は、自殺願望

の原因を母親から隠し

た。 

 

閉ざされた

と遠慮 

道徳的不安 内部紛争 

 

感 情 に 焦 点 を 

当てた対処法 

7. 石田翔也は、島田が 

自分を邪魔者と呼んだ

瞬間を思い出した。 

 

閉ざされた 現実的不安と

社交不安症 

幼少期の経験 

 

感 情 に 焦 点 を 

当てた対処法 

8. 石田翔也は他人の顔に

×印をつけている。 

閉ざされた

と対人恐怖

症 

神経症的不安

と社交不安症 

内部紛争 

 

感 情 に 焦 点 を 

当てた対処法 

9. 石田翔也は、いつも 

一人でいる自分につい

て友達が話しているの

を聞いた。 

閉ざされた

と対人恐怖

症 

現実的不安と

社交不安症 

幼少期の経験 

 

感 情 に 焦 点 を 

当てた対処法 

10. 石田翔也は友人に DVD

を見せたが、期待した

反応は得られなかっ

た。 

忍耐強いと

我慢 

現実的不安 幼少期の経験 

 

問題焦点型対処 

 

11. 石田翔也は皆の視線を

避けた。 

閉ざされた

と対人恐怖

症 

神経症的不安

社交不安症 

幼少期の経験 

 

感 情 に 焦 点 を 

当てた対処法 

12. 石田翔也は自転車を 

貸した。 

助 け る の 

好きと対人

恐怖症 

神経症的不安

社交不安症 

幼少期の経験 

 

問題焦点型対処 

 

13. 石 田 将 也 は 西 宮 に  

会いたい。 

責任を負う

と我慢 

現実的不安と

社交不安症 

紛争を解決 

できないこと 

 

問題焦点型対処 

 

14. 石 田 将 也 は 西 宮 と  

出会った。 

責任を負う

と我慢 

道徳的不安と

社交不安症 

幼少期の経験 

 

問題焦点型対処 

 

15. 石田将也は西宮の妹に

傘を渡した。 

助 け る の 

好き 

道徳的不安 内部紛争 問題焦点型対処 



 

xiv 
 

16. 石田将也は、上野が   

西宮の補聴器を取ろう

とした時、西宮を守っ

た。 

 

助 け る の 

好き 

道徳的不安 

 

 

内部紛争 

 

問題焦点型対処 

 

17. 石田翔也は再び、       

クラスメートからいじ

めの加害者と見なされ

ている。 

 

防御的 

 

現実的不安と

社交不安症 

幼少期の経験 

 

感 情 に 焦 点 を 

当てた対処法 

 

 

D. 結論 

分析結果に基づき、以下の結論が導き出される。 

1. 石田翔也は、攻撃的で防御的な性格から内向的な人物へと成

長し、その後、助け合いの精神と責任感を通じて前向きな変

化を見せる複雑な人物として描かれている。 

2. 石田翔也が経験した不安の形態には、フロイトの理論に基づ

く現実不安、神経症的不安、道徳的不安、および日本の社会

的不安概念に基づく社交不安症、全般性不安、パニック障が

含まれる。 

3. 石田翔也の不安要因は、内面的葛藤、幼少期の経験、そして

葛藤を解決できないことから生じる罪悪感と深いトラウマに

起因している。 

4. 不安に対処する際、石田翔也は感情に焦点を当てた対処法と

問題に焦点を当てた対処法を用いて、自分自身を落ち着かせ、

他者との関係を改善しようとする。


